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⽇本語概要 
 
COVID-19 の流⾏によって多くの活動（会社での会議や学校での講義など）がオンライン
上で⾏われるようになり、我々の社会が⼤きく変化した。また、実験経済学の分野では、多
くの研究者が経済実験を⾏う際、実験室ではなくオンライン上で実験を実施するようにな
った。 
その⼀⽅で、オンライン実験では実験者が参加者の⾏動を制御できなくなったり、実験室

での実験よりも参加者の注意が散漫になったりする可能性が懸念されている。また、オンラ
イン実験は未だ新しく、実験室で実施された実験との⽐較を⾏なった既存研究がほとんど
存在しない。 
本研究では、同⼀の被験者集団を⽤いて、実験室とオンラインで実験を実施し、それぞれ

の結果を⽐較した。具体的には、OECD で実施されている Trustlab プロジェクト(Murtin 
et al., 2018 を参照)の⽇本版プラットフォームを⽤いた実験を⾏った。Trustlab プロジェク
トではアンケート調査に加え、信頼ゲーム、公共財ゲーム、独裁者ゲーム、危険くじの選択
の 4 つのタスクを含んでいる。これらのタスクでは、被験者の回答に対して⾦銭的な報酬
（インセンティブ）が与えられており、回答の結果から⾏動経済学で広く⽤いられる指標
（回答者の利他性、互恵性など）を測定することができる。 
実験の結果、実験室とオンライン間での結果に有意差は認められなかった。既存の⽂献で

は、実験室での実験とオンラインでの実験のどちらを選択するかによって結果に違いが⽣
じる可能性が⽰されている。しかし、本研究結果は Trustlab プラットフォームを使⽤した
場合においては、⾏動経済学的な指標の測定に違いが⽣じないという仮説を⽀持している。 
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